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追憶談

吉村さん壱しのんで

坂寄俊雄

吉村さんを知ったのは 1939年京大に入ったときであった。 古村さんは 3回生， 私は

1回生であづた。中国への侵略戦争は本格化しており，大学への自治への干渉も東大の

粛学事件で頂点に達していた kいbてよい頃であった。東大の経済学部がつぶされるの

ではないかとL、うことで京大に入ったのであったが，大学の講義でマルクス経済学は殆

んど全くきかれなかった。河上先生，京大事件の伝統の息吹きは感じられなかった。』嘩

川先生が会計学の講義の巾で労働価値説を生かされようとしておられたことと，石川興

三先生がマノレタスの学説を石川先生流に話され古いた程度であった。

そのような中で吉村さんたちは研究会活動や学友会活動壱通じてマルキシズムに関心

寺持つ学生の組織化に積極的に努力されていた。もっとも，吉村さんは組織活動の第 1

線 tは活動されず，もっぱらプレ ン的であり，研究指導の面で活動されていたように

思われる。 2年も先輩だと距離があ O I~. 当時の組織活動については詳しいことをきい

ていないので吉村さんがどんな役割を担当して活動していたのかはわからないが，私の

思い出の中にある当時の吉村さんはマルキシズム壱理解するためにはへーゲルや，アダ

ム・スミスのもの，特にへーゲノレの「歴史哲学緒論Jや論理学そ読むように主張し1也、

たことが残っている。

また，堀川警察から酉陣替察にうつされたときも吉村さんと一緒になった。検挙され

てから 1ヶ月間も既にたっτいたが，まだ1度も風日にゆかしてもらヮていないのだ正

吉村さんがいったこ主が今でも印象深〈残っている。その後，要求して一緒に風呂屋に

行った。そのときの彼のせいせいした顔とちょっと固まいを起したときなどが目に浮ん

でくる。ざし1れにこられたお母さんに対する吉村さんのものやわらかだった姿なども

思いだされる。

吉村さんの学生時代の印象としては学究的な面の強し、，ものやわらかし、感じの人だゥ

た。そんなことから戦後，吉村さんが大学で組合の役員となって積極的に活動してし、る

のをみて変ったなあと思づた ζ とがあった。

戦後とL、うか，ここ数年の吉村さんは研究者の組織化にすごく熱を入れていたように

思われる。京都の民科経済部会が今日まで続いてきたのも彼に負うところが多いように

思われる。彼は民科をどうにかして拡大したいと思っていたし，日本科学者会議の結成

には大変な努力壱はらっていた。そのような組織活動の難しさにいたっては折にふれて
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彼からいろいろのことをきかされたが，ぐちらしいことは殆んどいわなかった。ある

時，すごく疲れているので，皆なに手伝ってもらうようにされたらという話号したこと

があったが，彼はそれが仲々難しいのだといって自分でをっせとやっていた。そのよう

に自分を酷使しても周囲の者に負担壱かけ己ことをしない人だった。

このように研究者の組織化に努力していたが，研究をもっとやりたいということをと

きどきもらしていた。殊に，昨年12月末に会ったときは来年からは研究に力をいれる

司だといっていた。その研究計画のようなものも若干話していたが，こんなことになる

左は夢おもっていなかったのでぎき流して L主っ介。犬=だ，彼の人民のための科学の研

究スタイルについて具体的な例をあげて語ったことは記憶してし唱。ここで彼が語った

具体的例壱あげて書〈ことは紙数の都合上できないが，抽象的にいうと理論壱理論とし

τ抽象的に展開するのではなし労働者帯蔽の運命にかかわらしめて具体的に展開する

必要があるというようなことをいコていた。

大変，個人的な思い出壱書いてしまった。しかも，印象的に。吉村さん，読者の方々

に;B許し壱いただきたい。




